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The sense of mission within victims of The Great East ]apan Earthquake: A content analysis 
study of victim statements 
Yasuhiro Aikawa (Graduate School 01 Com戸rehensiveHUJ仰 η Sciences，Universiか01Tsukuba， 
Otsuka， Bunkyo 112-0012， Ja戸αn)
Yutaka Matsui (Faculty 01 Human Sciences， Um:versiか01Tsukubα， Tsukuba 305-8572， Jaμn) 
We conducted an exploratory investigation into the sense of mission towards the incident and 
the behavioral and psychological PI鴫ocessesof individuals embracing a sense of mission through 
content analysis of texts written by victims of The Great East ]apan Earthquake. Sixty-nine texts 
were sampled from eight volumes of reports and direct memorandums from victims of the disaster冊
stricken region. The results of content analysis， used to c1assify and categorize the victim's statements， 
classified 10 texts under a category relating to sense of mission and assigned 13 texts to a category 
relating to the behavioral and psychological processes of individuals who embrace a sense of mission. 
Thr命oughmultiple correspondence analysis， the categories were divided into four groups: namely， 
psychologically resonant， compassionate towards victims， duty accomplishment， natural perfor・mance.
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問題と目的
本研究では，使命!惑が生起する状況及び使命感を
抱いた人々の心理過程と動態を探索するために，東
日本大震災において 使命感が生起した現場に身を
置いていた人々の記録を分析する。
で取り上げられることも多い。心理学研究による知
見が少ないために，本論文では先行研究の対象を心
理学以外にも拡張して捉え，使命感について概観す
使命感に関する研究の動向
使命感は心理学，社会学，教育学，宗教学に関係
が及ぶが，研究論文だけではなくエッセイや啓蒙書
1 )本研究は，平成26ij::}支筑波大学大学院人 lì~ì総合科学研
究科生;m発達専攻カウンセリングコースにおける修士
論文を 1JIl~'修正を加えたものです。
2) 3Ji.所属:法務省東京拘誼所就労支援スタッフ
る。
使命!惑を論考する上で、の視点は以下の3点とし
た。第 1はほ三きがいと実存jの視点，第2は「社
会心理学」の視点，第3は「被災者・遺族の心理j
の視点である。
1.生きがいと実存の視点
使命感は「生きがい」ゃ f実存jの視点から，千Ij1
谷 (1980)やフランクル(1985)が論じている。
ネ11谷 (1980)は，精神科涯としてハンセン病の長
期病棟で|臨床を行った経験から， r使命感に生きる
ひとが一ばん生きがいを感じる人種」と述べてい
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る。さらに，このような人々には「生きていること
への責任感」と「自分が果たすべき役割の自覚jが
あると説明している。その上で，使命感をもたらす
ものとして「課せられ意識」の存在を指摘した。 f謀
せられ意識jとは， 1使命を諜せられているという
意識jのことで， 1課する者jとは「課題を与える者j
として， 1自分自身，現実の他人，集団，故人の遺志，
根源的な人生そのもの，判!や天と名づけるもの，漠
然とした超絶的な力や意思J(ネIJ谷， 1980) として
いる。この「課せられ意識Jを具象的，擬人的に体
験するのが，人間であると神谷は述べている。
フランクル (1985)は，心理療法において， 1精
神的なものからの呼びかけ」を重視した。この IJ乎び
かけに応答する「責任性」が使命感に{むならず，応
答する必要性を|臨床的に示そうと試みた。この応答
は実存的対話としてフランクル自らが考案・実施し
た心理療法(ロゴセラピー)の中核に据えられた。
さらに，使命が個人的に編成され天職になる 1寺に，
心理療法的・精神衛生的価値を有するとしている
(フランクル， 1985)。フランクルは，人生において
使命を持っているという意識によって，外的な困難
や内的な煩悶に打ち克てると述べている。
第 1の視点における論考では，使命感は人びとに
「生きがい」をもたらし 困難や苦悩に対処する力
を生じさせるものと捉えていた。この視点では，使
命感における「諜せられ意識」ゃ「精神的なものか
らの呼びかけjとそれへの応答(責任性)が重視さ
れていた。
2. 社会心理学の視点
社会心理学における使命感の研究は， 1職業威信j
が主要な分析対象となっている(岡本・堀・鎌田・
下村， 2006) 0 1職業威信」の概念は，各職業が本来
もっている職責や使命との関連で定義されている。
岡本ら (2006) は， 1たとえば看護締であれば，看
護f1請が本来なすべき職責・使命がある。こうした職
責-使命をどの程度重く考えるかには偲人によって
差があるjと捉えている。興本ら (2006) は，消i坊
官1，715人を対象にした調査により， 1職業的自尊心J
から「職業的使命感J~こ関する心理構造を明らかに
した。同研究では， 1職業的使命感」を生み出す心
理的傭人差を打融業的自尊心jであると規定し，そ
の「職業的自尊心」を 1融能的自尊心jと「職務的
自尊心jの二次元モデルで説明している。 IJ職能的
自尊心jは，難しい技能を要求される職業・職種に
対応する一次元の概念であり， 1職務的自尊心」は
それぞれの仕事の社会的責任や社会的貢献度の自覚
によりもたらされると理論化している。
第2の社会心理学における視点では， 1職業的使
命感」という限定的な対象となっているが，使命!惑
が「職業威信」ゃ「職業的自尊心jといった自覚や
認識から構成されることが明らかになっている。
3. 被災者・遺族の心理の視点
使命感を抱いた行動は，災害や事故に遭遇した|緊
に多く現出すると推定される。そこで，災害時に見
受けられる心理現象を扱った研究を紹介する。
( 1 )災害ユートピア・救助者の心理
精神涯学者のラファエル(1995)の復興1JI線にお
ける「ハネムーンj期には，災害に襲われたとき人々
が恐怖を抱いて無力な存在となったり，パニックに
陥ったりするのではなく むしろお互いに助け合っ
たり相互連帯感が強まったりする段階がみられる。
ソルニット (2010)は 災害時の人々が相互扶助的
な行動をとる現象を「災害ユートピアjと呼んでい
る。災害ユートピアにおいては，職業に関係なく，
隣人を救うために行動することが要求される。
Oliner (2003) は，災害や事故でボランテイアを
含む救助活動をして活躍した214~，に対するインタ
ピ、ユーから，これらの人々が使命を達成した動機を
探蒙している。 Olinerは，動機として次の 2点を示
している。第 1は被災者や事故の犠牲者への同情ι
第2は社会的責任感である。第 1のi司情に関して
は. 1人は他者の悲劇から離れて歩いて生きていく
ことはできないJと述べている。加えて，救助活動
をする人々は本能的・衝動的に使命の行動を起こす
としている。第2の社会的責任に関しては，両親や
育った環境からもたらされる規範意識や道徳観念が
動機となっていることを説明している。さらに
Olinerは， 1キ1が望まれたから，溺死しそうな人を
救った」と話している人の事例を示して，使命達成
の動機として宗教的な理由も挙げている。この事例
には神からの「諜せられ意識」がみられた。この他
Olinerは，使命達成の動機として自己効力感，人を
助けたら自分も助けられるという互恵主義，人を思
いやる倫理観， リスクを求める冨険心を挙げてい
る。
(2 )自己変容
災害時に見られる自己変容の中で，最近注目され
ているのが， IPost Traumatic GrowthJ (心的外傷後
成長)J(以下 PTGと記載)である。 PTGとは f危
機的な出来事や圏gntな経験における精神的なもがき
や闘いの結果生じる ポジティブな心理的変容の体
験J(Tedeschi & Calhoun， 2004) と定義される。
宅 (2014)はTedeschi& Calhoun (2004) による
分類に従って. PTGを次の 5つの領域に分けて説
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明している。第 1の領域は「他者との関係にまつわ
る人間?としての成長i 第2の領域は「新たな可能
性J.第 3の領域は「人間としての強さ上第4の領
域は「精神的な変容J，第5の領域は「人生に対ーす
る!感謝」である。
宅は， 1可化Jと「誠在日Jの概念を月?いて， PTG 
は 1号化Jではなく， 1司'ui'mJによって大きな衝撃
に対!志していくと理論化している。 1I可化Jとは「自
分自身を変えることなく，外から要求されること
を，自分がすでに持っている枠組みにあてはめて，
とらえていくこと」であり，日犯行」とは f自分自
身の考え方や枠組みそのものを変えて，外からの要
請にこたえていくことjである。 PTGでは出来事
が起きる前の:1犬態に戻ろうとするのではなく，元の
何かを/也えて，新しいものや別のものに根本的に変
わるという変化が含まれていると指摘している。
安藤 (2015)は，外傷後の成長の特慣の lつに。
「想定世界観の崩壊jを挙げている。災害や事故に
;遭遇した人々は，外傷経験によって今まで抱いてい
た吐界観が壊され，何らかの対応を迫られる。その
|怒に，成長を伴って適応していければポジテイブな
変化 (PTG) となり，不適応的であればネガテイブ
な変化となる。
(3 )遺族の心理
悲"英研究においては、死日uを経験した人々が故人
と心の交流をすることが知られている。この現象
は. Klass， Silverman， & Nickman (1996) が
Continuing Bonds Theory (糾の継続理論)として
理論化している。死~Ij後に， iil女人との関係性を断絶
させるのではなく，故人と心の対話をすることで新
しい関係牲を育むという理論である。災害時には，
l投入との心の交流を通じて，何か自分にメッセージ
が与えられたと感じた人々がいると想定される。
また，災害や事故で死別した遺族が示す行動に
「遺志の社会イじがある。遺志の社会化とは， 1遺族
が故人の遺志を想定し.それを実現する方向で行動
すること」け!I'旺1.2014)である。「遺志の社会化Jは，
日航機墜落事故の遺族に面接調査をした結果から野
mが提唱したもので，特の継続出!論と類似の概念で
ある。安藤 (2015) によれば，遺族は故人の，I~t l".)を
I~l 的化しその達成に:努力することで自己和li1砲を高
められるとしている。遺志の社会化の過程には，故
人の思いの実現と遺族の目標達成というこ重の意味
で「人生の意味jを作ったと，安藤は考察している。
第3の視点では，被災者・遺族の心理の視点から
得られた知見を概観した。災害時には，援助行動な
どの愛他行動がみられ，災害ユートピアがJJ~Uけ一る
場合があること，被災者への河情や社会的責任から
救助活動をする人々が存在すること，災害や事故に
遭遇した人々の仁1:1には，自分自身の考え方や枠組み
そのものを変えて，外からの要請にこたえていく作
業を通じて自己変容を遂げた人々がいること，故人
との杵の継続を保ち T 遺志の社会化を示した人々が
いることが示された。
このような災害時の心理や行動及び自己変容は，
使命感と関連があると推察される。
使命感の定義
以上. 3つの視点から使命感に関する論考を取り
上げたが，使命感そのものを対象とした心理学的研
究は少ない。使命感という言葉は日常的に使用され
ているにもかかわらず， とらえどころがないイメー
ジがある。本研究では，この現状を踏まえて，使命
感の辞書的な定義から内容分析を行った。
広辞苑(新村，第六版)では，使命は「①f郎、と
して命じられた用向き。 使いの役目。②使者。① I~l
分に諜せられた任務。天職」と説明され，使命感は
「与えられた任務をやり遂げようとする責任感Jと
説明されている。広辞林(三省堂編修所。第六版)
では.使命は f①使者として受けた命令。②与えら
れたつとめ。諜せられた任務jと説明され，使命感
は「どうしてもその任務を果たさなければならない
という自覚jと説明されている。1:1本国語大辞典(佐
藤，精選!坂第 2巻)では，使命は「①使者として命
ぜられた命令や出向き。使者の役目。②使者。①与
えられた重大な任務。 自分に謀せられた尊いつと
め。天職jと説明され，使命感は f与えられた任務
をなしとげようとする気概や責任感。特にその任務
に搭別の意義と誇りをもってあたる場合の!山首をい
うjと説明されている。
辞書の定義からは，共通要素として，第 lに「与
えられたよ第 2に「果たさなければならないとい
う自覚J.第3に「やり遂げようとする責任感Jの
3 件を主11U~，することができる。本ji)f究では，これら
を「使命感の3つの要件Jとして設定した。第 1要
件は f任務が与えられたと認知することJ.第 2要
件は f任務を自分が果たさなければならないと自覚
することJ.第3安件は「任務遂行の責任感を持つ
こと」である。これらの3つの要件をいずれか iつ
以上を満たす行動を，本研究では使命感に基づく行
動と捉える。
使命感の定義は「与えられた任務を自分が果たさ
なければならないという自覚と責任感jとする。
自的
以上のi)fJ'E il)J I:T]を踏まえて，本iI)!究では，東日本
26 筑波大学心理学研究 第 51号
大震災の被災者を対象にした文献の内容分析によっ
て使命感の生起状況，使命感を抱いた人々の行動
や心理過程， 白己変容の様子を探索することを目的
とする。
方法
分析方法
東日本大震災に|期するルポルタージ、ユ及び被災地
にいた直接の被災者の手記の中で.使命!惑を抱いた
人々を対象にした。次に，対象各人の言説及び文)J)R
の単位 (i)、iて「テキスト」と記載)を研究の目的に
則して抽出した後.KJ i法を援用してカテゴリーを
生成し，内容分析を行った。分析に当たっては，テ
キストを分類して，職業別に多くの事例を収集し
た。最後に，カテゴリ一間の関連及び職業とカテゴ
リーとの関連を探索するために，数量化理論第四類
(以下. i数量化面類Jと記載)で、解析を行った。
対象文献・事例
対象とする文献は，第 1に f被災者本人が証言し
ているものJ.第2に「被災者本人を対象とした取
材に基づいているものよ第3に「信頼性の高いも
のjを基準として選定した。選定した文献は，
Table 1に示す8冊であった。事例の選定にあたっ
ては.i使命jと「使命感Jの言葉が記載されたもの，
使命感の3要件のいずれかを満たす記載があるもの
とした。 3要件に基づく選定では，第 l要件では
「新たに任務が与えられたことj 第2要件では「任
務を果たさなければならない|主党と状況J.第3要
件では f任務遂行の責任感の強さJが判断材料ーと
なった。
対象事例は，合計で69事例となった。性別では，
「男性J57事例. i女性J12事例であった。 職業別で
Table 1 
は， il歪者J6事例曾「警察官J23事例. i自衛官J9 
事例 自治体職員J20事例. i社長・その他J11事
例であった。
分析時期
2011年 7 月 24 日 ~20l 4年 3 月 11EI 0 
結果
カテゴリーの生成
使命感に関するカテゴ1)-10件，その他のカテゴ
リーを13件生成した。カテゴリーの生成にあたって
は，対象事例のテキストに見出しをつけ，筆者2名
で分類と整理を行った。
使命感に関するカテゴリ一群
使命感の 3要件に対応するテキストからカテゴ
リーを 3件生成した (Table2)。
「使命感①jのカテゴ1)ーは，第 1要件に対応す
るもので. i今回の震災を契機に新たな任務が与え
られた状況」における使命感である。「社長・その
他」の人々が多く該当した。
f使命感②jのカテゴ1)ーは，第 2要件に対応す
るもので， i任務が自分に与えられた状態を理解し
て自覚している状況Jにおける使命感である。震災
前から就いていた職業の特性から，発災時には自分
の任務を十分に自覚しており，震災を契機に使命感
を新たにした人々で. i警察宮Jが多く該当した。
「使命感③」のカテゴリーは，第3要件に対応す
るもので. i任務を成し透げたいという思いが強いj
人々で. i 自衛官jが多く該当した。
次に，使命感に緊密に関係するカテゴリーとし
て，日果せられ意識Ji自然な役割意識Ji天命の意識J
の3件が生成された (lable2)。
対象文献と対象事例
選定文献 対象事例
文献名 著者 発行年 事例数 職業・役職
無から生みだす未来 千Ij1谷隆史 2013 10 社長・|主体役員
救命 海立尊 2014 5 医者
使命 岩手県警察本部 2013 14 警察官
あなたへ 講談社ピーシー 2014 9 警察官
自衛隊員たちの東日本大震災 大場一石 2014 9 自衛官'
自治体職員の証言と記録 自治労連 2014 20 自治体職員
6枚の壁新聞 石巻日 EI新聞 2011 社長
石巻災害援療の全記録 石井正 2012 医者
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「課せられ意識jのカテゴワーは.1 f自分自身JW誰
かJr何ものかj等がメッセージや任1去を自分に課
していると感じている状態の意識」である。「社長・
その他」の人々が多く該当した。
「職J業的使命行動jのカテゴJ)ーは曾「与えられた
任務を職務として自覚し職務遂行の責任感を抱い
ている状態」での使命行動である。「警察官"Jが多
く該当した。
「自然な役割意識jのカテゴリーは，使命感の3
要件のUづ三れかに該当するものではあるが，本人が
「本能J1自然の流れjといった別の言葉で表現して
いるものである。該当した 5事例のうち 4事例が
1*者jであった。
f天命の意識jのカテゴリーは，使命感の3要件
のいずれかに該当するもので 口県せられ意識Jが
強くあり，持続性がある使命感の記述があるテキス
トから生成しt:.o 1-社長・その他」の人々が多く該
当した。
「社会的使命行動jのカテゴリーは. 1職業・職務
に関わりなく， 自分が行うべき任務として自覚し.
任務遂行の責任感を抱いている状態」での使命行動
である。津波で壊滅したI!Tの復興や震災の伝承活動
なと¥必ずしも自分の仕事とは直接関係なくとも
とった行動である。「社長・その他jの職業に多く
見られた。
さらに，使命感を抱いた人々の行動に関するカテ
ゴリーとして.1職業的使命行動J1社会的使命行動j
1-1寺的使命行動J1持続的使命行動」の4件が生成
された (1able2)。
「一時的使命行動jのカテゴリーは，発災から l
年以内になされて，その後消滅した使命行動であ
か数時間で完了した行動もある。 救命活動や援助
行動なととのように， 目前に差し迫った状況において
生起することが多かった。「警察官jや「自治体職員」
が多く該当した。
f持続的使i全行動jのカテゴリーは，発災から l
Table 2 
使命感に関するカテゴリ一昨
カテゴリー名 代表的なテキスト 事例件数
使命感① IHTの惨状を見て， これからつくる女川は津波で一人の命も落と 7事例(社長・その他
(任務の認知) さないIl]にしなければならない」と思ったのです。 5.医者 1.警察官 1) 
使命感① 自分は図っている人を助けたいがために警察宮になったという初 14事例(社長その他
(任務の自覚) 心が頭をよぎり， 1絶対にこの人を助ける」という思いが込み上 2. I玄者 3，警察官6，
げた。 底的体i肢員 3) 
使命感① 泥だらけになっても，ずぶj需れになっても， どんなところにでも 1事例(医者 1，警察
(任務遂行の責任感) 行くつもりでした L，体力が続く|浪り任務にあたる覚悟でした。 官2， 自衛官5，自i古
体l搬員 3) 
課せられ意識 震災から 3ヶ月後，ガレキの中から看板が見っかりました。分揮 6事例(社長その他
い一枚板に「リアスの詩農林水産大臣賞受賞マルキチ阿部商j苫j 4. I~者 1 ，警察官 1) 
という文字がおJまれています。その看板は「頑張って，ゃれ(再
建しろ)Jと伝えたいんだな， と受け止めました。
自然な役割意識 来~長自失としながらも白衣を纏ってしまうんです。 医者の本能で 5 事例 (I~ 者 4. 事安祭
すかね。 官1) 
天命の意識 「残してやったから，会社の発展で、はなく， IlfJの復IE，復興に力 5事例(社長その他
を尽くせjという特別なメッセージとして。在、は受け取りました。 4.医者 1) 
職業的使命行動 襲来が予想される津波のため一刻も早く大船渡警察者に戻り恥災 14事例(社長その他
害整備につかなければと使命感がわいてきて行動した。 2. I去者2，警察官 j
自jiY@"l) 
社会的使命行動 犠牲になった市民の方々，そして職員のためにも「絶対に負けら 1事例(社長・その他
れないJという気概を持ち続け，この震災を風化させてはいけな 5，警察官5. 自治体
いと思う。それが生き残ったわれわれの使命なのである。 職員 1) 
一時的使命行動 徐々に火が迫ってくるなかで 彼らの気持ちを奮い立たせたの 1事例(蓄を察官8， 自
はT 警察官としての使命感しかなく. 1声が開こえてきた以上? j台体l隊員 3) 
必ずjj]けるjといった気概だけだったと思しZます。
持続的使命行動 東日本大震災警備に従事した響察官の 1人として，この経験を後 9事例(社長その弛
世に伝えていくことが，荘、に諜せられた使命の 1つであるとの気 5. 警察官2. I~I 治体
持ちを)1旬に，これからの警察官人生を歩んでいきたい。 職員 2) 
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年を経過しても持続されている使命行動である。
「社長・その他jの職業に多く見られた。
カテゴリーを13件生成した (Table3)。
「自己変容jのカテゴリーの中には，震災前と後
で i自分が変化したjという内容のテキストが9
事例あった。同t長・その他Jが多く該当した。その飽のカテゴ 1)一群
使命!惑を抱いた人たちの心珪!過程を表JJ~ している 「自己目的的な思いjのカテゴリーの定義は， i幸R
Table 3 
心理Il過杭のカテゴリー
7JァゴJ)一名 代表的なァキスト 職業別事例件数
r=1己変容 *忠えば長災から I~I 分の考え方は大きく変わりました。震災前は 9事{タIJ(社長その他
1引退があってもあきらめていました。震災後は，問題があればWi' 7，医者 2) 
1とすればいい，併がとすることは11¥日明!ではない， と考えるようにな
りました。
* I~I 分はもともと怠惰で，真面白， W)J~I也人を引っ張ることとは
対極にある人間です。でもこれだけのことがあって，変わらない
のはl肢です。
I~I 己 iヨ (:IIJ 的な思い 震災後に気持ちに大きな変化がありました。公務員である '~I 分， 3事例(社長その他
保健nilである自分， ぐうたらな自分， どんな自分でも正直に生き 1 ，医者 1， 自治体職
たいという思し、を強くしたことです。 lijJ1::1がどんな-1]になるか 員 1) 
なんて。等しく誰にも分からないことですから.今日は I~I 分に納
得できる正直な I~I 分でいようと思し、ます。
遺志の受信・死者と 亡くなった人のために頑張ることが「供養J.亡くなった人々の 8事例(社長・その他
の交流 必を背負い女)1のために頑張って「流されたじいさんにほめられ 6， I~l 治体J~現員 2 ) 
たいjと忠っています。
生かされ感覚 あの交差点で立ち止まらなかったら， I~j 分も確実に死んでいた。 9事例(社長その他
あとから考えればぞっとします。「生かされたJという思いです。 5，医者 2 警察官十
自治体JftU司1) 
リセット 解放感覚 津波は「しがらみ」ゃ「時代に合わないものjも流してしまいま 4事例(社長その他
した。リセットボタンを押してもらった。 4 ) 
存在意義に悩む もうバッジ、の仕事で、はなくていいのではないか。どんな職種でも 7事例(社長・その他
力になれる。「もう俺には政治家は41叫HJという気持ちで過ごし J つ 医者 2，警察官 1，
ました。 自治体職員 1) 
任務を優先 隊員たちは家族のことが心配であっても任務優先と心得ており， 6事例(医者 2， Igl衛
それを仁川fこ1':1:'1しませんでした。 'f~Ç 4 ) 
予くない気持 今ITの災害ilR遣で.辛いと思ったことはなかったかと，いろいろ 5事例(医者 2 |三1ifjt 
な方から1mかれましたカ大そのように思ったことはありませーん。 官 3) 
i皮災者 l こ ;('ji われる!~ 「ご苦労桟です，がんばってくださいJとおにぎりを差し入れし 9事例([*者 1，警察
党 てくれる。「何か由ったことがあればいつでも言ってくださいね」 官 6，l: itwl~r 2 ) 
と見7 をかけてくる。，と!う子たちカ~~守っていると思っていた人たち
に，実は I~I 分たちの方が支えられていたのだと気付かされた。
被災後の心的簡撃 l{liUJ， EIの出]IIjに女JIのIUTに下りて行きました。あまりのことに， 7事例(社長・その他
悲しさ。半さを通り j~ して，呆然と圧倒されるだけでした。 2，医者1.警察官 2，
I~I it;γ@' 2) 
ヲヒをjttH¥ うずくまって， Iああ， もう死ぬなあ」とあきらめ， I~l をっぷり 11事例(社長その他
ました。 7， 125:者 2 警察官 1， 
1~llf:ì体 J~故主11)
1[，念 1Hf;力感 次々と発見されるご遺体を見て，自分のJlr，力さ 1 そして l人の命 9事例(医者 1，警察
しかj支えなかったという後ι悔の念にかられました。 官 6， '~I i前官1. ，gl治
体J~故員 1 ) 
組 IlJ~の疲労 :1犬態 特jまで働いてなザぜこんなにしんどい)よい、をするのかと忠います。 9事例(社長・その他3，
悲惨きわまりないです。 ilt波で助かったのに，仕事で、死んでしま 医者 1，警察官 3， '~I 街
うのではないかと。 官1. ，gI1f:ì体Jrf&i~ll ) 
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酬を期待せずに活動そのものに楽しみを見出す特性
をもっ状態jである。この思いを抱いた人々には1!~l 
己変容jが見られた。
「遺志の受信・死者との交流」のカテゴワーの定
義は， 1震災で亡くなった人たちの思いを自分に向
けられたメッセージであると受け取り，心の中で死
者とやりとりをして自分が果たすべきことを意識し
ている状態jである。 故人から「識せられ意識Jを
感じている人々で， 1社長・その他」が多く該当し
た。
日lミかされ感覚jのカテゴリーの定義は。 f震災で
生き成ったのは運命であると受けとめて， 自分は
~.~ミかされた j r選ばれて残されたjという感覚を
持っている状態jである。「社長・その他」が多く
該当した。
「リセット・解放感覚Jのカテゴリーの定義は，
「津波で、人や家やモノなどが流されて喪失しつつも，
1)セットされ，解放されたという感覚jである。す
べてが f社長・その他jが該当した。 震災後は，津
波による流出によって過去のしがらみが消滅して，
新しい事に取り組む準備がなされた人々もいた。
「存在意義に悩むJのカテゴリーの定義は， 1あま
りにも大きな惨事に遭遇して， !~l 分の無力感や後怖
の念を感じている:1犬態で， I~I 分の存在意義そのもの
に疑問を抱いている状態」である。
f任務を優先jのカテゴリーの定義は， 1家族の安
五や心配をするよりも、第一に自分に与えられた任
務を優先している;1犬態jである。 1医者jと「自衛官j
が多く該当した。
ド手くない気持」のカテゴリーの定義は，けi竹Ijlが
高渇して休み;lf，く仕事や活動を続けている時期で¥
過酷な状況にあっても大変と忠わない状態」であ
る。任務遂行の責任感が強い人々に見られ， 1医者」
や II~I iíWí~f Jが多く該当した。
「被災者に報われる感覚Jのカテゴ 1)ーの定義はP
「被災者ーから感謝されて嬉しい気持ちを抱き，被災
者の姿からエネルギーをもらっている状態Jであ
る。「普察官jが多く該当した。
「被災後の心的衝撃Jのカテゴリーの定義は， 1;被
災直後の侮際的な気持ちjである。「呆然・絶望
恐怖.;1去しさJといった複数の感情が13:存してい
て，単一の気持ちとして表現できないカテゴリーで
ある。
「死を覚悟」のカテゴリーの定義は曾「震災直後に
I~I 分自身の死を感じ限った状態J である。「社長
その他jが多く該当した。
円H月念・ ~!Ir，力感j のカテゴワーの定義は， 1被災者
に対して， @分ができる仕事・やれる仕事の効果に
疑問を抱いている状態」である。過酷な被災状況で、
職務における成果を感じられずに抱いたネガテイブ
な感情で， 1警察官Jが多く該当した。
「極限の疲労状態jのカテゴリーの定義は， r被災
後の活動や仕事が過酷なために，肉体的.*計Ijl的に
極度の疲労を起している状態」である。
カテゴリ一間の関連
使命感の構造を探索するために， J二記23iq:のカテ
ゴリーを数量化m類でw"析をし各カテゴリーに対
して当てはまる事例は lとし，当てはまらない事例
はOとして分析を行った (Figurel)。第 1mlのi主|有
{誌は0.73，第 21[il]j の国有値は0.58，第 31樹!の I~ 有 f自
は0.47であった。
Figurelの第 1!li110.5J_.)、上第 21[il]1 -0.1以上(l:g]の右
l二)の領域には， 1使命感①(任務の認知)Jのカ
テゴリーをr:1:心に「遺志の受信・死者との交流J1 ~Iミ
かされ感覚J1天命の意識J1リセット・解政感覚j
「自己変容J1自己目的な忠It'J 1諜せられ意識J1死
を覚悟J1存在意義に悩むJ1極[iJ¥の疲労状態J1持
続的使命行動Jr社会的使命行動jが布置された。
第 1mli -0.1以下第 2jlill-0.5以下 (lzlの左下)の
領域には， 1使命感①(任務の|主党)Jのカテゴ1)ー
を仁I:J心に「被災者に報われる感覚Jr職業的使命行
動J1紙念・?!争力感J1被災後の心的衝撃J1一時的
使命行動jが事置された。
第 11il -1. 9以下第 2~il]I 1.2以上 (1];] の左|二)の領
域には 1使命感③(任務遂行の責任感)Jのカテ
ゴリーを中心に「辛くない気持ちJ1任務を1斐先J
が布置された。
第 1jli -0.4以上0.1以下第 2i[I]1 -0.1以ヒ0.4以下
の 1:j1心イす近)の鎖j或には， II~I 然な役割î2: ~~J が
布I!Iされた。
カテゴリーと職業との関連
数量化m類によって算出されたサンプルスコアを
従属変数とし，対象事例の性日Ij及び職業を独立変数
として，分1j交分析によって平均値のiJ&の検定を行っ
た。その結果，性別には有意な差がなかった。職業
は， 1 %水準で有意であった('lable4)。そこで。
第 111と第 2j[1の平均値を法にそれぞれの職業を布
置した (Figurel)。
「社長・その他jは， 1円f使史命!感惑①J10諜1果:せられ意;識哉J
「ヲ死Eを党，悟|陪吉JIg自ごヨ|己 i司;ヨi 的(的~I拘i灼q な忠しい1づJ 1存在7意E玄〈弓3義免釦;にこご斗4↑悩|
の近傍にj布fi置された。
「警察官jは， 1使命感②J1被災に幸1われる感覚」
1]融業的使命行部~J 1無念・-)Ilr，力感jの近傍に布置さ
れた。
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[自衛官」は， I使命感①JI任務を優先JI辛く
ない気持ちjの近傍に布置された。
「自治体職員Jと「医者jは， I自然、な役割意識j
の近務に布置された。
考察
数量化E類の結果から，全カテゴリーは 4グルー
プに分けることができた (Figure2)。この分類によ
り，使命!惑を抱く人々の特徹が明らかとなり，使命
感の構造の概要が示された。
第 1群{震災共振群}
「使命感①(任務の認知)Jのカテゴリーを仁1:1心
手くない気持ち
。使命感③
に布寵されたカテゴ 1)一昨を第 1l洋としたo
Figure2の第 1j!jllO.1以上第 21jllJ -0.1以上 (I}g)の右上)
の領域である。第 l若手には，震災と共に心が揺れ動
いて「自分のなすべきことが与えられたjと感じた
人々がいたことから [震災共振群」と命名した。
「社長・その他jの職業の人々は，この群に含まれ
た。「震災共賑群jには，全カテゴリーの半数ij、仁
の13件のカテゴリーが布置された。
f震災共振群」の第 1の特徴として， I使命感①」
のカテゴリーの近傍に曾「自己変容jと「リセット・
解放感覚jのカテゴリーが布置されていたことか
ら，安藤 (2015)の「外傷後の成長プロ七スjが存
在したことが推定される。このプロセスとは， I想
定世界観の崩壊Jの後に新しい対j之、を追られて成長
2.5 、!s2磁
任務を優先 1.5 ~ 遺志の受信 「。 I 死者との交流 i
i 生かされ感主主陸自衛官 ' 
第 1給
rーー 白ー-
-3 -2.5 -2 -1.5 
被災者に報われ
被災後の心的衝弦@
-1.5 
一時的使命行動.
-2 
-2.5 
Figure 1. 使命感の構造の数量化E類の結果
Table 4 
職業日!J平均値の差の検定結果
社長・その他 医者 警察宮 自衛官 自治体職員 F検定
第 1~qh n 11 6 19 7 16 F =12.39 
MEAN 0.81 -0.35 -0.13 -1.98 -0.32 df= 4，54 
SD 0.44 1.18 0.65 0.61 1.1 p<.Ol 
第2iJIll n 11 6 19 7 16 F= 5.12 
MEAN 0.35 0.38 -0.73 1.27 -0.02 df= 4，54 
SD 0.56 0.80 0.83 0.91 1.60 
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を遂げ、る過程である。宅(2014)のPTGにおける「調
í~í'j Jの概念も該当すると考えられる。
実際に，第 l群に布霞された円l長・その他jの
i職業の人々の中には， I考えや価値が大きく変化し
たjという言説が多く見出された。「自己変容」に
関して， I社長・その他Jのテキストに共通して見
られた変化に， I以前と比較して解決志向が強く
なったこと jが挙げられた (1able3)。これは，
PTGの下位概念である「新たな可能性Jと「人間
としての強さJ(Tedeschi & Calhoun， 2004)を獲得
したためと説明できる。
II~I 己変容 j のカテゴリーの近傍には， I使命感
①」があった。この結果は， I自己変容」を遂げた
人々は「新たに任務が与えられたJと感じていたこ
とを示している。この人々の多くは， I社長・その
他Jの人々であった。この人々の多くは，普段は使
命!惑を意識することなく暮らしていたが，震災に
よって自己変容を起こして何らかの新しい任務を認
めていた。
第2の特徴として， I諜せられ意識J(神谷，
1980)の存在が挙げ、られる。「天命の意識Jもこの
群に布置された。第u洋の結果から，使命感の生起
には「諜する者」からの命令に近いメッセージが重
要な働きを果たしている。このメッセージをどのよ
書官 1紘
Figurε2. 4つのグループ(数量化m類の結果)
うに受けとめるかが，使命感形成の分1皮となると推
察される。
さらに. I課せられ意識」のカテゴ1)ーの近傍に
は， I死を覚情jと「自己iヨli¥J的思い」のカテゴリー
が布置された。「課せられ意識jを抱いた人々は，
同時に自分自身の死を意識した人々であり，その後
は自分が納得のいく報酬を期待しない活動をした
人々であった。
「天命の意識Jのカテゴリーの近傍には， I生かさ
れ感覚jのカテゴリーが布置された。これらはいず
れも，自分の意志によるものではなく，運命や天と
|呼ぶものによってもたらされた感覚や意識である。
「震災共振群J(こは「遺志の受信・死者との交流」
のカテゴ1)ーも布置されていた。生き残った者が，
i投入と共有する思いを iヨ的として設定して，その実
現のために生きていくという構図である。これも，
「任務の認知jの形態の lっと考えられる。
第3の特徴として「持続的使命行動」と内t会
的能命行動」が布置された。自己変容を遂げた人々
が，従来の仕事と関係なく震災で新たに与えられた
任務を継続して行っていく事例が， I震災共振lr(:J
には見られた。「天命の意識Jゃ f遺志jが強いイ
ンノfクトをもって自分に任務を与えたという意識
が，このような行動に駆り立てたと推察される。
被災後の心的後j~
.1.5 
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震災共振群の司:1で使命j惑を抱いた人々には，多様
な心理が生じていた。新しい任務を知 j 行動して
いく過程には，死を覚悟したり，存在意義に悩んだ
りして自分自身を変化させ，諜せられ意識を感じて
持続的な社会行動へと突き進むといった麟的な物語
があったものと推察される。
第2群{被災者向'1菅群}
「使命感②(任務の自覚)Jのカテゴリーを中心
に布1置されたカテゴ 1)一群を第 2群としたo
Figure2の第 111-0.1以下第 2~1111-0.5以下(図の左
-F-)の領域である。このt1"は，自分の任務を自覚し
て f被災者に何かをしてあげたいjという思いが強
い人たちがいたことから， i被災者i司情![j:fJと命名
した。この群には f警察官」と 6件のカテゴリーが
布置された。この群にj認する人々は任務の自覚が強
く， i職業的使命行動」が見られた。また， i一時的
使命行動jも付置された。これらの人々は， Oliner 
(2003)が示した被災者へのi司情から使命達成行動
をとった人々と考えられる。
この群には「警察官」が布置された。本研究で扱っ
た警察官も岡本ら (2006)の研究対象とした消防官
と同様に， i職業的島尊心」が高い職業であると考
えられる。岡本ら (2006)によれば， i職業的自尊心J
は「職業的使命感jの規定要因であった。本研究に
おいては， 自分の仕事に誇りを抱いて職務に遇進し
た「警察官」の中に，使命感の自覚が強かった人々
が存在しt.:o このような人々の行動には， 目前にさ
し迫った危機への対処行動や救命行為や援助行動が
あったものと推定される。
「被災者同情群」には • i被災後の心的衝撃jのカ
テゴリーが布置された。災害に遭い呆然・絶望・不
安・恐怖といったネガテイブな感情と闘いながら，
職務を遂行した人々が存在したことを示している。
この人々は，被災者にとにかく何かをしてあげたい
という思いが強仁成果が出ないと感じると「無念」
や「無力感jを抱いたり，被災者に感謝をされると
「報われた感覚jを抱いたりした。これらの人々は，
被災者との心の結びつきが強かったために，心的衝
撃を受けながらも任務を遂行したと推察される。
第3群[任務遂行群]
「使命感①(任務遂行の責任感)Jのカテゴリー
を中心に布置されたカテゴリ一群を第3群としたo
Figme2の第 11Iîill- 1.9以下第 2 剥1 1.2以上 (I~の左上)
の領域である。この群は， i任務遂行の責任感jが
強い人たちがいたことから. i任務遂行群jと命名
した。この群には. i自衛官jが含まれており. i使
命感①Ji任務を{憂先Ji辛くない気持ち」のカテ
ゴリ -3件が布置された。
「使命感③」のカテゴリーの事例は. i自衛官J
5事例.r医者J1事例.r警察官J2事例.r自治体
職員J3事例の11事例であり，多i散設にわたってい
た。「任務を優先」と「辛くない気持ちJのカテゴ
リーの事例を検討すると.r自衛官jと「医者Jだ
けであった。何よりも任務を優先し災害時の活動
において辛いと感じなかった職業の人々は「自衛
官」と「医者」であり，特に「自衛官Jは際立って
いた。
第 4群[自然体実行群]
第 1~!II! -0.4以上-0.1以下第2l1!lI-0.H:J、上0.4以
下(図の中心{す近)の領域には， i自然な役割意識j
が布撞されたことから，この領域を f自然体実行群J
と命名した。この群には 「医者jと「自治体職員j
が含まれた。
「自然な役割意識」のカテゴ1) のー4tT伊IJは. 5事
例のうち 4事例が「患者」であった。本研究の分析
対象とした事例のうち f医者」の事例総数は 6事
例であったので.r自然体実行群jの代表的職業は
「医者jであると捉えられる。多くの「医者jが「本
音色」ゃ「自然な流れ」として仕事をしたことがうか
がえる。これは. Oliner (2003)が使命達成の動機
として挙げた「本能的行動jに該当すると考えられ
る。
「医者jの事例の仁iコには.rことさらに使命感を意
識しないJi使命感という言葉を使いたくないjと
いった言説があった。本人たちは「本能Jや「自然
の流れJとし寸表現を用いて，使命感という言葉を
使用してはいないが，被災時の行動から元々備わっ
ていた使命感が発露されたと推測される。この結果
から.r自然な役割意識Jは f使命感とはu乎ばない
使命感」として認識できた。そこで，本研究ではこ
の領域を独立した群として解釈した。
課題
本研究は，漠然としたイメージで捉えられてきた
使命!惑を探索した研究であった。特に，東日本大震
災の被災者を対象に使命!惑を見出して論考する試み
は，他に例を見ない。今後は，心理学的知見を蓄積
していくために面識や質問紙調査を実施してデー
タに基づいた実証的な研究の実施が期待される。
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